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13
日
の
準
々
決
勝
は
古
豪
の
本

渡
北
小
（
天
草
市
）
と
対
戦
。

　

試
合
直
前
、
円
陣
を
組
ん
だ

選
手
た
ち
に
岩
野
勇
監
督
が
「
お

前
た
ち
は
十
分
に
練
習
を
し
て
き

た
。
絶
対
に
全
国
大
会
へ
行
く
ぞ
」

と
げ
き
を
入
れ
、
ナ
イ
ン
に
元
気

を
吹
き
込
ん
で
送
り
出
す
。

　

先
攻
の
小
坂
ジ
ュニ
ア
は
３
回
、

四
球
と
相
手
エ
ラ
ー
で
無
死
二
、

三
塁
の
絶
好
機
に
、
１
番
坂
田
大

士
が
左
中
間
へ
の
3
点
本
塁
打
で

先
制
。5
回
に
は
、
二
死
一
塁
か

ら
連
続
安
打
で
2
点
を
加
え
相

手
を
突
き
放
す
。
結
果
、5
|
0

で
勝
利
し
準
決
勝
へ
と
進
む
。

　

優
勝
ま
で
あ
と
二
つ―

。
準
決

勝
の
相
手
は
隈
庄
小
（
熊
本
市
）。

　

小
坂
ジ
ュニ
ア
は
１
回
表
、
一

死
二
、
三
塁
で
4
番
峰
孝
太
郎
が

左
前
打
で
2
点
を
先
制
。
さ
ら
に

6
番
椋
田
太
が
右
翼
線
を
破
る
２

点
本
塁
打
を
放
ち
、
試
合
を
優

位
に
進
め
る
。
し
か
し
2
回
裏
、

小
坂
ジ
ュニ
ア
に
2
死
二
、
三
塁
の

ピ
ン
チ
が
訪
れ
る
。
こ
こ
で
エ
ー
ス

山
地
雄
晨
が
気
迫
の
投
球
で
打

者
を
三
振
に
き
っ
て
と
る
。
そ
の

後
は
完
璧
に
相
手
打
線
を
抑
え

込
ん
だ
小
坂
ジ
ュニ
ア
が
5
|
0
で

完
勝
し
、3
年
連
続
で
決
勝
の
舞

台
へ
と
駒
を
進
め
る
。

　

決
勝
の
対
戦
カ
ー
ド
は
三
角

小
ジ
ュ
ニ
ア
（
宇
城
市
）。
今
春

の
西
日
本
大
会
の
準
決
勝
で
敗

れ
涙
を
の
ん
だ
因
縁
の
相
手
だ
。

　

試
合
は
１
回
か
ら
動
く
。エ
ー

ス
山
地
雄
晨
の
速
球
が
相
手
打

線
に
つ
か
ま
り
今
大
会
初
失
点

を
献
上
す
る
。
し
か
し
そ
の
裏
、

小
坂
ジ
ュ
ニ
ア
が
反
撃
の
の
ろ

し
を
挙
げ
る
。
１
番
坂
田
大
士

が
右
中
間
二
塁
打
、2
番
山
地
咲

希
が
犠
打
で
坂
田
を
三
塁
へ
進

め
る
。
こ
の
絶
好
機
に
3
番
山

地
雄
晨
、4
番
峰
孝
太
郎
、5
番

本
田
貴
大
の
頼
れ
る
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
が
長
短
3
連
打
で
３
点

を
挙
げ
て
逆
転
に
成
功
。
打
線

の
援
護
を
も
ら
っ
た
エ
ー
ス
山

地
は
緩
急
自
在
の
ピ
ッ
チ
ン
グ

と
、鉄
壁
の
守
備
陣
が
守
り
き
っ

た
小
坂
ジ
ュ
ニ
ア
が
3
|
1
で

決
勝
を
制
し
、
大
会
史
上
初
と

な
る
三
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　

今
大
会
も
優
勝
候
補
の
最
有
力

に
挙
げ
ら
れ
、
他
チ
ー
ム
か
ら
徹

底
マ
ー
ク
に
あ
い
な
が
ら
も
、
そ
の

重
圧
を
は
ね
の
け
熊
本
の
頂
点
を

つ
か
ん
だ
小
坂
ジ
ュニ
ア
。

　

こ
の
優
勝
の
舞
台
裏
に
は
あ
る

一
つ
の
「
合
言
葉
」
が
あ
っ
た
。

　
「
孝
太
郎
を
長
崎
へ
」

　

主
将
坂
田
大
士
は
「（
今
年
6

月
）
長
崎
への
修
学
旅
行
で
（
峰
）

孝
太
郎
が
体
調
を
崩
し
途
中
で

帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
絶
対
に

優
勝
し
て
長
崎
へ
連
れ
て
行
く
」

と
準
々
決
勝
前
に
話
し
て
い
た
。

彼
ら
に
は
仲
間
と
の
固
い
絆
が
あ

り
、
優
勝
す
る
た
め
の
理
由
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
チ
ー
ム
が
一
つ
に

結
束
し
、
ユニ
ホ
ー
ム
が
泥
だ
ら
け

に
な
って
、
全
力
で
自
分
た
ち
の
夏

を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

全
国
大
会
は
7
月
31
日
、
長
崎

県
南
島
原
市
で
開
幕
す
る
。
過
去

二
大
会
で
最
高
戦
績
ベス
ト
16
の
小

坂
ジ
ュニ
ア
は
今
大
会
、
選
手
23
人

で
一
体
ど
ん
な
「
小
坂
旋
風
」
を

巻
き
起
こ
し
歴
史
を
刻
む
の
だ
ろ

う
か
。
御
船
町
の
名
前
を
背
負
い
、

全
国
の
大
舞
台
で
戦
う
小
坂
ジ
ュニ

ア
を
町
全
体
が
応
援
し
て
い
る
。

輝
け
、
小
坂
の
球
児
た
ち―

。
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1決勝で逆転二塁打を放った頼れる主砲峰孝太郎。守備では捕手を
務めエース山地雄晨を好リードする女房役だ（三角小戦）／2毎回守
備に入るとマウンドに駆け寄りハイタッチを交わす小坂ジュニアの
内野陣（本渡北小戦）／3選手層の厚い小坂ジュニアで唯一の女性レ
ギュラーとして定位置をつかんだ二塁手山地咲希。的確なポジショ
ニングと軽快なグラブさばきで鉄壁の守備をみせた（本渡北小戦）／
4昨年からチームのエースに成長し今大会5試合を一人で投げぬい
たエース山地雄晨。キレのある80㌔台のストレートを武器に、ライ
ズ、ドロップ、チェンジアップの球種を巧みに投げこなす技術は全国
レベル（本渡北小戦）／5深紅の優勝旗を受けとる主将坂田大士。今
大会はチームをまとめあげ攻守にわたる活躍で優勝に貢献した（表
彰式）

◉小坂ジュニア
平成８年創部。部員は小
坂小学校児童のみで構
成。ユニホームカラーは
白。闘将岩野勇監督が指
揮を執る14年目のチーム
は県内の主要大会で数多
くのタイトルを獲得。現
在、部員23人

史上最高の総合力
　選手は毎日 3 時間の練習と遠征試合
で大きく力をつけました。今年は、これ
までで最も投打のトータルバランスが
とれたチームと言えます。全国大会で
は、守備からリズムをつかんで一昨年
の戦績を上回るベスト 8が目標です。
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チーム

三角小

小坂Jr

1　2　3　4　5　計

1　0　0　0　0　1

3　0　0　0　×　3

■準決勝
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決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

監
督
の
げ
き
に
選
手
奮
闘

序
盤
に
試
合
を
決
め
た

決
勝
へ
導
く
主
砲
の
一
撃

因
縁
の
相
手
を
撃
破

全
員
ソ
フ
ト
で
熊
本
制
覇

チ
ー
ム
が
今
ひ
と
つ
に

全
国
で
23
人
の
歴
史
を
刻
め


